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【事例1】マチごとゼロカーボン市⺠会議（開催地︓埼⽟県所沢市）

出典︓「気候市⺠会議実践ワークショップ」所沢市報告資料
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【事例2-1】⽇野市市⺠会議（開催地︓東京都⽇野市）

出典︓⽇野市「気候市⺠会議提⾔関連表」 4



出典︓⽇野市ウェブサイ
ト
（https://www.city.hin
o.lg.jp/kurashi/kankyo/
1026638/1028064.htm
l）

【事例2-2】⽇野市・多摩市 合同気候市⺠会議（開催地︓東京都⽇野市・多摩市）
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出典︓「カーボンニュートラルあつぎ未来プロジェクト」キックオフミーティング資料

【事例3】あつぎ気候市⺠会議（開催地︓神奈川県厚⽊市）
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【事例4】⽥園都市⻘葉・気候市⺠会議（開催地︓横浜市⻘葉区）

出典︓環境政策対話研究所ウェブサイト（https://inst-dep.com/free/sousei）
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【事例5】気候市⺠会議さっぽろ2025（開催地︓札幌市）

出典︓札幌市ウェブサイト（https://www.city.sapporo.jp/kankyo/ondanka/climate_citizens_assembly/2025.html） 8



開催タイプ別の展開いろいろ
•【⾏政主催型】⾏政が単独で主催し、結果を⾃治体による公式の気
候変動対策に関する計画の策定や改定に⽤いる

•【市⺠主導・協働型】市⺠団体などが提案・主導して、⾏政も含む
地域の他の主体と協働して会議を企画・運営し、結果を市⺠の取り
組みや⾃治体の政策、事業者への働きかけなどに⽣かす

•【研究機関主導・モデル開発型】研究者、研究機関などが主導して、
気候市⺠会議の活⽤の新たなモデルの開拓を試みる

参考︓三上直之「⽇本の地⽅⾃治体における気候市⺠会議の展開」『都市問題』2024年1⽉号, 19-25⾴.


